


各務原市民の皆さん、あけましておめでとうございます。
新しい年が、皆さんにとって素晴らしい年になりますよう
心からお祈り申し上げます。

各務原市長　浅野健司

Happy New Year

Photo：岩月俊秀
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市長　年頭あいさつ

新年　を迎え、市長としての今年の
　目標を漢字一文字に込めてみ

ました。
「今年はどんな年にしたいのか…」。浮かび
あがったのは「積」です。「積」という字
を交えながら、市民の皆さんへ、市長就任
からこれまでの感想、今後への意欲、そし
て重点的に取り組みたいことを、述べさせ
ていただきます。

早い　もので、市長
　就任から８

カ月になろうとして
います。昨年は市制
施行50周年という
ことで、市民の皆さ
んが主役となる事業
を、多数進めてまい
りました。
昨年11月１日の記念
式典で、ご来場の皆さ
んと一緒に各務原の未来へ
の第一歩を踏み出せたことは
大変感慨深いものがあり、新しい市
政を担う重責をひしひしと感じました。

就任　してからの私は、「誇り・やさ
　しさ・活力」の三本柱をうち

たて、「市民が幸せを実感できる街づくり」
に着手しています。何よりも大切にして
いるのは皆さんとの「対話」。昨年は、ま
ちづくりミーティング、市民ワークショッ
プなどをはじめとする、皆さんとの話し合
いを重点的に進めてきました。
今年は、お聞きした声を積み上げ、皆さん
の不安を少しでも払しょくし、「幸せを実
感できる街」の実現に向け、本格的な事業
展開に向け始動する年です。

市政　を担う上で欠かせないのが、　
　各務原市の進む方向性を指し

示す道しるべ。それこそが新しい総合計画
です。この計画には、何よりも、皆さんの
声を反映させること、そして、しっかりと
根付かせ、かつ浸透させなければなりませ
ん。就任以来、私は、皆さんの声を聞き、
各務原市の現状認識に努めてきました。今

年はこれを基にして、平成27年度
からの新総合計画本格スタート
に向け、着実にその礎を積
み上げていきます。

市長　の仕事は
　「市民の

皆さんの将来に責任
を持ち、決定をして
いくこと」です。日々、
その職責の重さを感
じつつも、私は、楽し
みながらその役割をはた

すべく努めています。
1 日、1 日の積み重ね
が、必ず皆さんの、
そして各務原の、ひ
いては私の大きな
「財産」となるもの
と確信し、私の生ま

　 れ育った「ふるさと各務
原」のため、皆さんに寄り添い、皆さんを
つなぎ、皆さんを支える、「市民に近い市
長」として、皆さんの期待に応えるべく、
今年も頑張ってまいります。

本年　が、皆様にとって幸多き1年
　となりますことを心からお祈

り申し上げまして、新年のご挨拶といたし
ます。

積
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昭和 38 年 4 月 1 日。旧
稲葉郡の那加町・稲羽町・
鵜沼町・蘇原町の 4 町が
合併し、県下 13 番目の市
として「各務原市」が誕生
しました。
市制施行当時の人口は 5
万 9210 人。4 月 1 日は
朝から祝砲が打ち上げら

れ、蘇原小学校の体育館で式典が執り行われました。また、10
月 16 日には盛大な祝賀式典を開催。市全体で各務原市誕生を祝
いました。

年年
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出
来
事

主
な
出
来
事

昭
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44
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旧
稲
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が
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て
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が
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三
井
町
に
岐
阜
県
金
属
工
業
団
地

が
完
成

市
庁
舎
を
蘇
原
古
市
場
町
か
ら
、

那
加
桜
町
に
移
転

愛
岐
大
橋
が
開
通

昭和 38年（1963 年）
「各務原市」誕生
昭和 38年（1963 年）
「各務原市」誕生

当 思時 いの 出

当時 23歳でしたが、「新しい街の誕
生」を実感しました。50 年経って
風景は変わりましたが、住みやすさ、
人のつながりは変わってませんね。

後
藤 

巖
さ
ん
（
那
加
大
東
町
）

旧
那
加
町
の
こ
ろ
か
ら

市
内
で
理
髪
店
を
営
む

2 014年新春
プレゼント
クイズ企画

各
務
原
市

50
年
の
軌
跡

各
務
原
市

50
年
の
軌
跡

今年のお正月企画は、市制50周年にちなんで

各務原市の50年を年表とともに振り返ります。

年表の途中、　　のマークがついた出来事は、

文章の一部分が隠されています。

　　の中に入る言葉をみ～んな答えて、新春の

プレゼントをもらっちゃいましょう！

※応募の方法は 7 ページ

QQ
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昭和 40 ～ 50 年代に進め
られた、市北部・東部の住
宅団地の開発（写真下）に
より、市の人口は着実に増
加。昭和 45 年から 5 年
間の人口増加率は 20.6％
と、県下最高の増加率を記
録しました。
そんな中、昭和 51 年に人

口 10 万人を突破。記念すべき 10 万人
目となった加納聡司くんに、平野市長（当
時）から兜

かぶと

が贈られました。
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昭和 51年（1976 年）
市の人口 10万人突破
昭和 51年（1976 年）
市の人口 10万人突破

現在の市民公園と学びの森
の場所には、大正12年設立
の「岐阜高等農林学校」を前
身とする岐阜大学農学部と、
同工学部、そして大学本部
とが設置されていました。
その後、大学施設統合のた
め、岐阜市への移転が決定。
昭和 57 年 9 月には全て

の施設が市を離れました。跡地は昭和
63 年に市民公園、平成 17 年に学び
の森となり、人々に親しまれています。

昭和 57年（1982 年）
岐阜大学が岐阜市へ移転
昭和 57年（1982 年）
岐阜大学が岐阜市へ移転

QQ uiz クイズ②

【ヒント】愛岐大橋を起点に、市を
南北に貫く県道が完成したのが昭
和 56 年。現在も市の主要道とし
て、多くの自動車が行き交います。

QQ uiz クイズ①

【ヒント】国の重要有形民俗文化財。
各務おがせ町の農村歌舞伎舞台で、
毎年秋の祭礼で地元小学生による

「子供歌舞伎」が上演されています。

QQ

主
要
地
方
道　
　
　

・　
　

線
が

全
線
開
通

56
年

QQ
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平成16年11月1日、とも
に木曽川の恵みを受け発展
してきた各務原市と川島町
が合併し、新たな各務原市
としての第一歩を踏み出し
ました。
合併当時の人口は、各務原
市が約 13 万 7000 人、川
島町が約 1 万人。合併を

経て、平成 20 年に市の人口は 15 万人を突破しました。
11 月 3 日には合併式典が行われ、市町合併協議会の皆さんに感
謝状が贈られました。
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平成 16年（2004 年）
旧羽島郡川島町と合併
平成 16年（2004 年）
旧羽島郡川島町と合併

当 思時 いの 出

合併に関わり、大きな責任とともに
期待も感じていました。合併して各
務原大橋も完成し、両地域の交流が
より広く、近くなったと感じます。
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QQ uiz クイズ③

【ヒント】新境川両岸に続く桜並木。
昭和初期、歌舞伎役者・市川○○○
が植えた桜をもとに、市民の協力
によって桜の名所となっています。

QQ

4 月 5 日、岐阜市芥見で
発生した火災は、乾燥した
大気と強い風によって市境
の権現山、そして蘇原北山
町、持田町、須衛町の山林
へと延焼しました。1,073
世帯 3,357 人に避難勧告
が出され、翌日午後 4 時過
ぎにようやく鎮火しました。

火災により山は一時無残な姿となりまし
たが、市民などのボランティア活動によ
り、かつての姿を取り戻しつつあります。

平成 14年（2002 年）
市北部林野火災
平成 14年（2002 年）
市北部林野火災

平
成
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平成 25 年には市制施行
50周年を飾るさまざまな
事業が行われ、11月 1日
に、記念式典が市民会館で
開催されました。
3月には上中屋町と川島小
網町をつなぐ「各務原大橋
（写真下）」も完成し、ます
ます力強く発展を続ける各

務原市。平成26年からも、市民の皆
さんが「幸せを実感できる街」を目指
して歩み続けていきます。

平成 25年（2013 年）
50周年、そして未来へ
平成 25年（2013 年）
50周年、そして未来へ

QQ uiz クイズ④

【ヒント】市を代表するご当地グル
メ。松の実と市の特産品「ニンジン」
が入っています。鍋料理やお菓子
など、関連商品も多数展開中です。
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参加しませんか
地産地消運動

　県養豚協会で
は、県産豚肉を
使った料理の試
食会と、豚肉料理レシピの勉強
会を開催します。
日時　2月22 日（土）　12:00～
14:00
場所　東海学院大学短期大学部

（那加桐野町 2）
対象　県内在住で高校生以上の方
定員　60 人（抽選）
備考　春に「県内産豚肉を使っ
た料理レシピ」を募集予定
申込と詳細　1 月 31 日（必着）
までに「氏名、年齢、住所、電
話番号」を明記し、メール koji
ma@gifuchikusan.jp または往
復はがきで、〒 500-8385 岐阜
市下奈良 2-2-1、県福祉農業会
館県畜産協会内岐阜県養豚協会

「第 7 回地産地消運動」係☎ 05
8-273-9205

平成 26年度准看護学校生徒募集

受験資格　中学校卒業以上の学歴を有する者
修業年限　2 年
募集人員　30 人
受付期間　1月14 日～ 2月4 日の 16:00（必着）

あなたと私の
さわやかライフセミナー 

日程　

△

2月1日＝「織田信長を
めぐる女性たち・斎藤道三の生
涯と美濃・明智光秀の生涯・郷土
の歴史」横山住雄・歴史家

△

2
月 8 日＝「良い相続と悪い相続」
浅井直美・弁護士

△

2月15日＝
「悪質商法の手口と撃退方法・
ストーカー対策・ＤＶ問題・青少
年問題」西田美乃里・岐阜北警
察署生活安全課長　いずれも土
曜日　10:30 〜 12:00
場所　中央図書館４階多目的ホー
ル（那加門前町3）
定員　160 人（申込順）
備考　

△

未就学児の託児あり（事
前申込が必要）

△

手話通訳あり

△

1 回のみの参加も可
申込と詳細　１月 8 日～「住所、
氏名、電話番号、託児の希望有
無」を明記し、メール danjo02@
city.kakamigahara.gifu.jp ま
たは、はがきか電話で〒 504-8
555 那加桜町 1-69、市役所男女
輝き推進室☎ 058-383-1361

日時　1月25日（土）・26日（日）、
2月1 日（土）・2 日（日）・8 日

（土）10:00 〜 12:00（全 5 回）
場所　市ホッケー場（下切町 6、
県グリーンスタジアム北側）
対象　小・中学生
定員　50 人（申込順）
費用　750 円（保険料）
備考　保護者の承諾が必要
申込と詳細　1 月 14 日までに、
スポーツ課にある申込書と費用
を 持 参 し て、
スポーツ課☎
058-383-12
31

初心者大歓迎!
ホッケー講習会

日程　 ▽ 1 月 22 日（水）=「キ
ムチ料理講習」趙芳子・NHKド
ラマ「恋するキムチ」キムチ漬
け指導役 ▽ 1 月29 日（水）=「白
菜キムチの漬け方」杉山正明・
キムチ日本一の都市研究会役員
いずれも 10:00～12:00
場所　総合福祉会館 3 階 料理
教室（那加桜町 2）
定員　各 20 人（抽選）
費用　1500 円
申込と詳細　1月14日（必着）ま
でに「住所、氏名、電話番号、希
望日」を明記し、メール tourism
@city.kakamigahara.gifu.
jp( 件名を「各務原キムチ講習
会」と明記 ) または往復はがき

（返信用の宛先を明記）〒 504-
8555 那加桜町 1-69、市役所
観光文化課内キムチ日本一の
都市研究会事務局☎ 058-383-
9925

各務原キムチの
漬け方・料理講習会

　DV（ドメスティック・バイ
オレンス＝配偶者などから振る
われる暴力）の相談件数は近年
増加の一途をたどっています。  
　「殴る、蹴る」などの身体的
暴力だけではなく「大声で怒鳴
る」「交友関係の制限」など精
神的な暴力も含まれ、これらは
深刻な人権侵害です。
　身近な関係だけに、加害者も
DV だと気づきにくいという問
題もあります。正しい知識を
身につけ、DV 撲滅を目指しま
しょう。

4 月 1日採用予定
商工会議所職員募集

日程　 ▽一次試験 = 履歴書によ
る書類審査 ▽二次試験 =1 月 26
日（日）＝筆記試験、面接
場所　産業文化センター（那加
桜町２）
対象　平成 4 年 4 月 1 日以前
に生まれた方
募集人員　若干名
申込と詳細　１月14日までに、
履歴書を直接または郵送（消印
有 効 ）で 〒 504-0912 那 加 桜
町 2-186、各務原商工会議所☎
058-382-7101

入学試験　2 月 11 日（祝・火）
試験科目　国語、数学、社会、面接、小論文
備考　現在、募集要項を配布中です。詳細に
ついては、お問い合わせください
詳細　市医師会准看護学校☎ 058-389-3118

心の通い合う街⑤
DV の正しい知識を
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　高齢者にありがちな運動不足
を、マシントレーニングで解消
しましょう。1 回の講習で、総
合体育館・市民プールのトレー
ニングルームが利用できる受講
証を発行します。
日程　1 月15 日(水)、22 日(水)△

総合体育館＝ 9:30 ～ 12:00△

市民プール＝ 13:30 ～ 16:00
対象　市内在住の60歳以上の方
定員　各５人（申込順）
費用　250 円
備考　

△

一般利用者の利用時間
帯に開催

△

1 回で終了

△

講習会
受講証を発行
申込と詳細　1 月 6 日～高齢福
祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

健康増進パワーアップ
トレーニング講習会

　講習会に参加した方には、総
合体育館・市民プールのトレー
ニングルーム利用に必要な受講
証を発行します。
日程　 ▽ 総合体育館＝ 2 月 6
日（木）・15 日（土）　9:00 ～、24
日（月）　19:00 ～ ▽市民プール＝
2 月 9 日（日）・21 日（金）　10:00
～、19 日（水）19:00 ～
対象　高校生以上
定員　各30人（申込順）
費用　250 円
備考　

△

市民プール開催分は
プール内トレーニングではあり
ません

△

講習会は 2 時間程度
申込と詳細　「住所、氏名（ふり
がな）、電話番号、性別、生年月日

（年齢）、希望会場、第 1･ 第 2 希
望日」を明記 し、メール（件名
を「トレーニング講習会受講申
込」として）aichswim-kkm@
okbnet.ne.jp、往復はがきを郵
送（1 枚で 1 人、返信用の宛先
を明記）、または直接〒 509-
0143 鵜沼小伊木町 4-300、市
民プール☎ 058-370-6506

展示期間　2 月 25 日〜 28 日
9:00 ～ 16:00（28 日は 12:00
まで）
場所　中央図書館3階展示ホー
ル（那加門前町 3）
対象　市内在住の 60 歳以上の方
備考　書・絵画・手芸品・盆栽・
写真など 1 部門 1 人 1 作品（盆
栽は期間中個人で管理できる方）
申込と詳細　1 月 6 日〜 17 日
に高齢福祉課☎058-383-1779

シニア文化祭に
作品を出展しませんか

各務原市桜まつり
「20万人の広場」

　メーンイベント「20 万人の
広場」に参加しませんか。
期日　4 月 5 日（土）、6 日（日）
場所　市民公園一帯（那加門前
町 3）
募集内容　バザー出店、ステー
ジ広場出演
備考　

△

申込書・募集要項は観
光文化課にあるほか、市ウェブ
サイトからダウンロード可

△
出

店の詳細は募集要項を参照
申込と詳細　1 月 21 日までに、
観光文化課内桜まつり実行委員
会事務局☎ 058-383-9925

出店募集「食の祭典
フードバトル2014」

　フードフェスティバルが食の
祭典「かかみがはら」フードバ
トル 2014 にリニューアルしま
した。市内の飲食店による自慢
の料理を出店いただける飲食店
を募集します。
期日　4月12 日（土）、13日（日）
場所　市民公園内（那加門前町3）
対象　市内で飲食店を営む店舗
定員　約 30 店舗
備考　

△

出店者は既存メニュー
を出品すること。その他詳細は
市ウェブサイトで確認

△

申込書
は商工振興課にあるほか、市ウ
ェブサイトからもダウンロード
可

△

応募多数のときは、出店を
ご遠慮いただく場合があります
申込と詳細　1 月 21 日までに、
商工振興課☎ 058-383-9912

日時　1月25 日（土）　10:00 ～
場所　めいほうスキー場（郡上
市明宝奥住水沢上）
対象　市内在住、在勤、在学の方
定員　100 人（申込順）
種目　大回転
種別　 ▽少年少女の部 ▽中・高
校生の部 ▽一般女子の部 ▽一般
男子の部（1 部＝ 40 歳以下、2
部＝ 41 歳～ 59 歳、3 部＝ 60
歳以上）
費用　一般 1000 円、高校生以
下 500 円 ( 当日現地支払）
備考　

△

現地第 2 リフト降り場
集合・解散

△

年齢は1月1日現在
申込と詳細　1 月 17
日までにスポーツ
課内市体育協会事
務局☎ 058-383-
1231

市民スキー大会に
参加しませんか
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年金のお知らせ

●平成 25 年分「公的年金等の
源泉徴収票」の送付について
　厚生年金および国民年金の老
齢年金受給者全員に対し、その
1 年間の年金の支払総額、社会
保険料の金額（介護保険料およ
び国民健康保険料または後期高
齢者医療保険料）、源泉徴収税
額、控除内容を記載した「公的
年金等の源泉徴収票」が 1 月
31 日までに送付されます。た
だし、障害年金や遺族年金は非
課税のため送付されません。
●確定申告について
　年金のみの所得の方は、原則
として確定申告をする必要はあ
りませんが、2 つ以上の年金の
支払者に対して「扶養親族等申
告書」を提出している方や、年
金の他に給与などの所得がある
方は確定申告を行わなければな
りません。
　また、確定申告が義務付けら
れていない場合でも、源泉徴収
で控除を受けることができなか
ったために、源泉徴収税額を納
めすぎとなっているときは、還
付を受けるために確定申告をす
ることができます。このとき添
付書類の 1 つとして源泉徴収
票が必要となります。
●源泉徴収票の再交付について
　「公的年金等の源泉徴収票」の
再交付は、岐阜南年金事務所へ
申請書（はがき）を提出していた
だくほか、受給者本人または配
偶者からの電話による受付も行
います。いずれの場合も基礎年
金番号が必要です。
　平成 25 年中に亡くなられた
方の「公的年金等の源泉徴収票」
は、送付されませんので、必要
な方は再交付の申請と同様の手
続きをしてください（交付まで
に 1 カ月程かかります）。

●社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書について
　確定申告などの際に国民年金
保険料を社会保険料控除として
申告する場合、「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」の
添付が必要です。この証明書は、
2 回に分けて送付されます。

▽平成25 年11月発送分 = 平成
25 年 1 月 1 日～ 9 月 30 日に
納付された方 ▽ 平成26 年2月
発送分 = 平成 25 年 10 月 1 日～
12 月 31 日に、その年初めて
保険料を納付された方
　「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」のお問い合わ
せは、社会保険料控除証明書専
用ダイヤル☎ 0570-070-117

（3 月14 日までの平日 8:30 ～
17:15）IP 電 話・PHS は ☎
03-6700-1130 へ
詳細　岐阜南年金事務所☎ 05
8-273-6161

一般競争入札で
市有地を売却します

　予定価格を見直しました。下記
以外にも多数売却しています。市
ウェブサイトか総務課で配布す
る物件調書でご確認ください。

【物件】　

▽ 地目 = 宅地 ▽ 所在地 = 川島
小網町字前河原 2146 番 220

▽地積 =488.75 ㎡ ▽最低入札
価格 =974 万円

【入札日程】
開札　１月 24 日（金）10:00 ～
開札場所　市役所 3 階会議室 ( 那
加桜町 1)
申込　１月 6 日～ 23 日の 9:00
～ 17:00（土・日・祝日は除く）
に総務課
備考　 ▽予定価格以上で最高額
での申込者を落札者とし、同額
の場合は抽選 ▽詳細は市ウェブ
サイトまたは総務課で配布する
実施要領で確認
詳細　総務課☎ 058-383-1467

母子家庭の方へ
修学資金など貸付

　県では、母子家庭のお子さん
の進学などに必要な資金の貸し
付けをしています。お早めにご
相談ください。
貸付金額　下表のとおり
貸付利子　無利子
備考　 ▽自宅外通学の場合は金
額が異なります ▽原則として保
証人が必要

申込と詳細　3月14日までに子
育て支援課☎ 058-383-1131

資金の種類 貸付限度額

修
学
資
金（
自
宅
通
学
）

高校 国公立
私　立

月額 1 万 8 千円
          　３万円

高専 国公立
私　立

   　 2 万 1 千円       
   　 3 万 2 千円

短大・
専門学校

国公立
私　立

    　4 万 5 千円       
    　5 万 3 千円

大学 国公立
私　立

       4 万 5 千円       
    　5 万 4 千円

専修（一般課程） 　    　　３万円
就
学
支
度
資
金（
自
宅
通
学
）

小学校      3 万 9500 円
中学校   　4 万 6100 円

高校
高専

国公立
私　立

            15 万円
  　       41 万円

短大
大学

国公立
私　立

  　       37 万円
  　       58 万円

修業施設   　　      9 万円
就職支度資金

（通勤用の自動車購入）
  　       10 万円
　　    （32 万円）

修業資金
（車の運転免許取得）

 月額  6 万 8 千円
　　　  （46 万円）  

住宅リフォーム
補助金

　住宅リフォームにかかる費用
の 10 分の 1、最大 10 万円を
補助します。今年度は平成 26
年 3 月 10 日までに完了報告が
できる工事が対象です。
対象　市内に住民登録があり、
市税などの滞納がない方
対象工事　対象者自身が所有・居
住する住宅で、市内施工業者が
行う工事費 20 万円以上のもの
備考　 ▽工事着工前に申請が必
要 ▽契約書、施工前写真などが
必要 ▽他にも要件あり
詳細　商工振興課☎ 058-383-
9912
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保険料納付済額の
お知らせ

　平成 25 年中に納付された、
国民健康保険料、介護保険料、
後期高齢者医療保険料の「保
険料納付済額のお知らせ」を 1
月下旬に送付します。所得税の
確定申告、市民税・県民税の申
告の際に社会保険料控除の参考
資料としてご利用ください。
詳細　 ▽国民健康保険料＝医療
保険課☎ 058-383-1112 ▽後
期高齢者医療保険料＝医療保険
課☎ 058-383-1128 ▽介護保
険料＝高齢福祉課☎ 058-383-
1778

ご相談ください
特設人権相談

　人権擁護委員が、いじめ、児
童虐待、家庭内暴力など人権に
関わる相談を受け付けます。
日時　１月17日（金）　13:00 ～
15:00
場所　市役所４階第3会議室
詳細　市民活動推進課☎ 058-
382-7110

　屋外広告物の設置には許可が
必要です。市内の屋外広告物の
追跡調査を行いますので、ご協
力ください。
　また、設置許可を受けていない
方は速やかに申請してください
（自家用で合計 10㎡以下など、
申請不要の場合もあります）。
期間　2月 28日まで
内容　市が委託した調査員によ
る、公道からの測量、および写
真撮影
詳細　都市計画課☎ 058-383-
1111 内線 2738

屋外広告物の
追跡調査を行います

【夜間市税相談】
日時　1月15日（水）、16日（木）
17:15 ～ 20:00
【休日市税相談】
日時　1月11日（土）　9:00～
17:00
【夜間国民健康保険料相談】
日時　1月 9日 (木)　17:15 ～
20:00　
【共通事項】
備考　市役所北側地下入口から
お入りください
場所と詳細　 ▽市税＝税務課
(市役所 1階 )☎ 058-383-47
73 ▽国民健康保険料＝医療保
険課 (市役所 1階 ) ☎ 058-38
3-1112

1 月の市税・国保料
休日・夜間納付相談

おめでとうございます
交通安全作文表彰

　12 月 19 日に市役所で表彰
式があり、小学生の皆さんが表
彰されました（敬称略）。
最優秀賞　今尾一葉（那加三 1
年）、櫻井優里奈（蘇一 2年）、辻
角陸希（八木山3年）、尾関勇泰
（川島 4年）、種村彩花（那加二 5
年）、小木曽蘭夢（八木山 6年）
優秀賞　海老原萌音（川島1年）、
内海柊香（鵜二 1 年）、栗本鈴菜
（稲東 2年）、御園生姫花（鵜一 2
年）、山口凛果（那加三 3 年）、松
浦渚（陵南3年）、吉岡千織（蘇二
4年）、臼井芽亜（陵南 4年）、脇
田あゆり（川島 5年）、水上亜
美（中央 5年）、嶽省吾（鵜二
6年）、野上成美（緑苑 6年）
詳細　危機管理室☎ 058-383-
1190

今月の納税　
1月 31日（金）

市県民税
国民健康保険料  
後期高齢者医療保険料

4期
8期
7期

おめでとうございます
優良運転者等表彰

　10 月 18 日に市民会館で表
彰された皆さんです（敬称略）。
中部管区局表彰　 ▽交通安全功

▽優良運転
者＝島崎慎理、土屋茂、細川盛男
交通栄誉章「緑十字銅章」　 ▽交
通安全功労者＝加藤純男、渡邉
三郎、川瀬信治 ▽優良運転者＝
古谷野賴子、武藤政子、丹羽將
行、澤井千秋、松永隆一、伊藤
寿徳、美谷添一志、中島準二
特別優秀優良運転者章　赤塚敏
夫、阿部みつ、小林髙信、兼松金
八、中今秋夫、苅谷定実、森廣利
詳細　各務原地区交通安全協会
☎ 058-371-4920

各務原歴史研究会
講演会

日時　１月18日（土）　13:30～
15:30
場所　産業文化センター２階第
３会議室（那加桜町２）
内容　「江戸時代の犬山城下～
城下を支えた町家衆」星野邦和・
歴史研究会会員
費用　500円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・東川
☎ 058-384-1385

各務原市民優待割引
博物館明治村

　市在住の証明ができるもの
（免許証など）を受付で提示する
と、入館料が割引になります。
期間　2 月 28 日まで ( 月曜、
1月 21日～ 24日は休館 )
内容　割引後の入館料 = 大人
1400 円、65 歳以上 1000 円、
高校生800円、小中学生500円
（通常より小中学生のみ100円、
他は 200円を割引）
備考　1人の証明で 4人まで割
引可、他の割引と併用は不可
詳細　博物館明治村（犬山市内
山 1) ☎ 0568-67-0314

市税の納付は便利な口座振替で
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→

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か
けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1 人 1 回分、無料）

【3 歳児健康診査】

【4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談

【11 か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児

2 月 24 日（月）総合福祉会館 平成 25 年
3 月2 月 25 日（火）あさひ子ども館

内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談

【1 歳 6 か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児
2 月 4 日
（火） 総合

福祉会館

平成25 年
9 月 1 日～15 日

2 月 5 日
（水）

平成25 年
9 月 16 日～30 日

2 月6 日
（木）

あさひ
子ども館 平成 25 年 9 月

期日 場所 対象出生児

2月10日
（月） 総合

福祉会館

平成24 年
7 月 1 日～15 日

2月12日
（水）

平成24 年
7 月 16 日～31 日

2月13日
（木）

あさひ
子ども館 平成 24 年 7 月

2 月の
乳幼児健康診査

→

期日 場所 対象出生児
2 月 17 日

（月） 総合
福祉会館

平成23 年
1 月 1 日～18 日

2 月 18 日
（火）

平成23 年
1 月 19 日～31 日

2 月 19 日
（水）

あさひ
子ども館 平成 23 年 1 月

子育て・教育相談
センター

【子育て・教育講演会】
日時　1 月22 日（水）　13:00 ～
15:00
場所　東海中央病院3階大会議
室（蘇原東島町 4）
定員　100 人（当日会場受付）
内容　「発達障がいの理解と対
応～年齢ごとの気づき、そして
具体的な支援を中心に」中野た
み子・西濃圏域発達障がい支援
センター発達障がい専門支援員
備考　託児希望の方は 1 月 6 日
～東海中央病院子育て・教育相談
センターへお問い合わせください
詳細　東海中央病院子育て・教
育相談センター☎ 058-382-3
101

【子育て・教育相談】
　臨床心理士による無料相談を
受けられます。
日時　毎週木曜日　13:00 ～
対象　市内在住で育児や子ども
の学校生活などを相談したい方
定員　1 日 4 人（申込順）
申込と詳細　▷学校教育課☎ 0
58-383-1118 ▷子育て支援課
☎ 058-383-1154 ▷健康管理
課 ☎ 058-383-1116 

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、身体計測、
個別相談
持参品　▷尿を入れる容器 (1
月中旬ごろ郵送 ) ▷記入済みの
目と耳に関するアンケート用紙

（母子健康手帳別冊「あすか」内）
【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、

稲羽西小校区

△

あさひ子ども館
＝鵜沼地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票

（記入してお持ちください）
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診可▷前月ま
での対象児で受診されていない
方は、今回受診可▷健康診査の
所要時間は 2 時間程度▷健診
などの時間が 2 時間を超えた方
に、駐車補助券をお渡しします。
母子健康手帳と駐車券を健康管
理課へ提出してく
ださい。
詳細　健康管理課
☎ 058-383-1116

　心の相談のほか、社会福祉制
度の相談なども受け付けます。
日時　1 月21 日(火)　13:00～
14:20
場所　社会福祉課相談室 ( 那加
桜町 1)
申込　事前に予約が必要です
詳細　社会福祉課☎ 058-383-
1126

精神保健福祉士による
こころの健康相談

　「日中どこかに通ってみたい」
「友達を作りたい」「誰かと話し
たい」など、楽しいひと時を過
ごしたい方は、ご相談ください。
日時　毎月第 1 金曜日　10:00 ～
11:30
場所　総合福祉会館 3 階（那加
桜町 2）ほか
対象　市内在住で精神科病院に
通院している方
内容　外出、調理、茶話会など
申込　事前に書類申請が必要
詳細　社会福祉課☎ 058-383-
1126

精神障がい者
グループワーク

　料理をとおして、健康を考え
る仲間を作りませんか？
日 時　1 月25 日(土)   9:45 ～
14:00
場所　総合福祉会館 3 階調理室
( 那加桜町 2)
内容　調理実習と簡単なお話
対象　40 歳～ 70 歳の方
定員　30 人 ( 申込順 )
費用　300 円 ( 教材費 )
持参品　筆記用具、エプロン、
三角巾、布巾 2 ～３枚、みそ汁
30cc（塩分調査用）
申込と詳細　1 月 10 日までに電
話かファクス（住所・氏名・電話
番号を明記）で市食生活改善協議
会・羽場☎・ 058-383-1940

つなごう健康の「わ」
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期日 受付時間 場所

2 月 3 日
（月）

9:30～12:00
13:30～16:00

イオンモール
各務原

2月16日
（日）

9:00～12:00
13:30～16:00

アピタ
各務原店

2月17日
（月）

9:30～12:00
13:30～16:00

イオンモール
各務原

2 月の「愛の献血」

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

　400mL 限定の会場です。ご
協力をお願いします。

子育て応援サイト「ポケット」

●おでかけレポート　　＊子どもとのお出かけ現場を楽しくレポート
●子ども館であそぼう　＊市内の子ども館の行事予定を月ごとに紹介
●あそびのたまてばこ　＊お家でも手軽にできる工作や遊びを掲載　ほか

WEB MAGAZINE（ウェブマガジン）

●We Love! 学校　　 ＊市内の小中学校をリレー形式で楽しく紹介
●特集　                     ＊今月は「500 キロカロリーで満腹に！」です
●BEST SMILE　      ＊市内の皆さんの笑顔あふれるコーナー　ほか

1月

月替わりで旬の情報や、輝いている市民の皆さんを紹介します。

市ウェブサイトhttp://www.city.kakamigahara.lg.jpからご覧ください。

小さなお子さんをお持ちのパパ・ママに役立つ情報をお届けします。

【AutoCAD LT 入門】
期日　1 月 14 日（火）
費用　5000 円

【CATIA V5 入門】
期日　1 月 14 日（火）
費用　5000 円

【AutoCAD LT 基礎】
期間　1 月16 日～ 17 日 (2 日)
費用　1万9000 円

【技術者向けコミュニケーショ
ンスキル研修】
期日　1 月16 日 ( 木 )
費用　1万6800 円

【Access2010 ～操作習得編】
期間　1 月16 日～ 17 日 (2 日)
費用　1 万6800 円

【共通事項】
備考　市内の方（大企業は除く）
は減免制度あり
申込と詳細　ＶＲテクノセン
ター☎ 058-379-6370

テクノプラザ
ＣＡＤ研修

　市乳幼児発達
支援推進協議会
の講演会です。
日時　1 月11 日
(土 )　14:00～ 16:00
場所　産業文化センター２階第
３会議室 ( 那加桜町 2)
内容　「発達障がい児に対する
具体的支援方法について～保護
者支援も含めて」中野たみ子・
西濃圏域発達障がい支援セン
ター発達障がい専門支援員
定員　100 人 ( 当日会場受付順 )
詳細　子育て支援課☎ 058-38
3-1154

講演「発達障がい児
への支援について」

日時　1 月25 日(土 )　13:30～
16:00
場所　中濃特別支援学校 2 階
ホール（関市桐ヶ丘 2-3)
内容　「こころの成長～子ども
の困り感に寄り添った支援～」
近藤直子・日本福祉大学子ども
発達学部教授
定員　150 人 ( 申込順 )
申込と詳細　予約が必要ですの
で、電話で中濃圏域発達障がい
支援センター☎ 0575-23-25
55

発達障がい講演会

期日　2 月23 日（日）　
場所　産業文化センター ( 那加
桜町 2)
費用　 ▽ 2 級 =4500 円 ▽ 3 級
=2500 円 ▽ 4 級 =1600 円
申込期間　1 月 7 日～ 24 日
詳細　各務原商工会議所☎ 05
8-382-7101

商工会議所検定
日商簿記試験

毎月第 3日曜日は
「家庭の日」

　1 月は「家庭の日」普及実践
強調月間です。
　家族や親戚との食事や、みん
なで思い出のビデオをみたり、
記念写真を撮ったりして、家族
の絆を感じながら新しい年を始
めませんか。
詳細　青少年
教育課☎ 058-
383-1484

　ホテルや飲食店で、メニュー
表示と異なる食材を使用して料
理を提供していたことが相次い
で判明しました。
　「ステーキ」と表示しながら
実際には油脂を注入した加工肉
を使用するなど、実際より著し
く優良と消費者に認識される
と、景品表示法の不当表示と判
断される場合があります。
　法違反が認定されると、国や
県が事業者に対し、表示の改善
命令や指導ができます。
　不当表示に関する相談は、県
民生活相談センターへお寄せく
ださい。
詳細　県民生活相談センター☎
058-277-1003

不当な表示を禁止
景品表示法について
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所在地・休業日／16ページに掲載

●パソコン講習会 ワード 2010 入門②
　ワードのソフトを使って、
書式設定やワードアート、オー
トシェイプ、図の挿入など基
礎から活用までを学びます。
日時／2 月 1 日（土）・2 日（日）・8 日（土）・9 日（日）
いずれも 12:45 ～ 15:45（全 4 回）
場所／中央図書館 4 階パソコン研修室
対象／市内在住、在勤、在学の方
定員／ 38 人（抽選）
費用／ 2000 円
備考／ OS はウィンドウズビスタ
申込／1月15日(必着)までに「講習会名、郵便番号、
住所、氏名、ふりがな、電話番号」を ▽メール =media-
kousyu@city.kakamigahara.gifu.jp（件名に講
習会名を記載） ▽往復はがき＝中央図書館パソコン
講習会係☎ 058-383-1124（返信用に宛先を明記）

● 3 階ギャラリー催し物
◆賀状展「加藤としえ」
期間／ 1 月 22 日～ 26 日　10:00 ～ 17:00
詳細／加藤☎ 058-383-5940

本の街かかみがはら 中央図書館
058-383-1122

各務野自然遺産の森
058-385-2773

	 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 2 月の「親と子の自然体験塾」講座
◆ 2 日(日)  各務野・自然観察
ウオーク

「里山の春の足音を聞こう～
フクジュソウの花・ヤブツバ
キの花・冬鳥たち～」
持参品／筆記用具、虫めがね
◆ 9 日(日) ミツバチの恵み「ハンドクリームと石
けんづくり」
持参品／筆記用具、持ち帰り用の袋、200円（材料代）
◆ 16 日(日) やわらかな灯り

「ランプシェイドづくり」
持参品／筆記用具、汚れても
よい服装（エプロン）とタオ
ル、900 円 ( 材料代 )
◆ 23 日(日)  癒しのアロマ「石けんとルームスプ
レーづくり」
持参品／筆記用具、持ち帰り用の袋、700円（材料代）
【共通事項】
時間／ 10:00 ～ 12:00（9 日は 10:00 ～ 11:30）
対象／小学生とその保護者（2 日は大人のみも可）
定員／ 30 人、2 日は 100 人、16 日は 20 人（申込順）
費用／１講座１人受講料 300 円。講座によっては
材料費なども必要（上記のとおり）。
申込と詳細／ 1 月 1 日～ 15 日に「開講日、講座名、
受講者全員の住所・氏名・ふりがな（付き添いの方
があればその旨明記）・性別・年齢・電話番号」を ▽メー
ル＝ shizen@wildlife.ne.jp（返信用アドレスを明
記） ▽ 往復はがき＝〒 504-8555 那加桜町 1-69、
市役所ライフデザイン課（返信用に宛先を明記）☎
058-383-1210

所在地／川島河田町 1028-1
休業日／月曜日、祝日

川島ライフデザインセンター
0586-89-3686

●自分時間を楽しむ「パーチメント体験」
　レース模様を写した厚手のトレーシングペーパー
で、カードなどを作る手芸「パーチメント」。。レー
ス編みの美しさをペーパー上で再現する楽しみが味
わえます。昨年の大好評をうけ、今年は 3 日間に
増やして開催します。
日程／ ▽ 1 月 21 日＝手作りカード ▽ 2 月 4 日
＝キャンディバスケット ▽ 2 月
18 日＝ミニ額　いずれも火曜日
10:00 ～ 12:00
場所／川島ライフデザインセン
ター第 1 学習室
対象／成人
定員／ 15 人 （申込順）
費用／ 2530 円( 当日支払 )
持参品／必要な方は眼鏡
申込／ 1 月 7 日～電話で川島ライ
フデザインセンター

川島ほんの家
0586-89-5610

●新春おはなし会
　お正月にちなんだお話を聴きます。
　工作では、新聞紙を使った「輪投げ」を作って遊
びます。
日時／ 1 月 11 日 ( 土 )　14:00 ～ 15:00
場所／川島会館 3 階川島ほんの家幼児コーナー
対象／幼児・児童とその保護者
定員／工作は 20 人 ( 申込順 )
申込／工作のみ当日 9:00 ～電話で川島ほんの家

所在地・休業日／16ページに掲載
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もりの本やさん
058-370-7175

●もりの本やさんで開運！こどもおみくじ
　もりの本やさんに来館すると、1 日 1 回おみくじ
が引けるよ！今年 1 年の運勢はどうかな？
期間／ 1 月 5 日～ 13 日　
対象／幼児・児童とその保護者

所在地・休業日／16ページに掲載

少年自然の家
058-370-5280

● 1 月のプラネタリウム
　66 台の電波望遠鏡を備
えたアルマ天文台が完成
します。
　チリの標高 5000 メー
トルに位置する望遠鏡は、
どんな宇宙を発見するの
でしょうか。そのほか「季
節の星座と星座物語」も上映します。
日時／ 1 月 12 日（日）　10:00 ～ 11:00
場所／少年自然の家
費用／ 1 人 100 円
備考／途中入場はできません

所在地／鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日 (祝日の場合は翌日 )、祝日

音楽の街　各務原

●瞑想の森コンサート
　「ふたりだけのオーケストラ
　in かかみがはら市」
　フルートとギターは、楽器そ
のものの音色が優しくやわらか
く人の心に寄り添います。そん
な優美な音の競演をご堪能くだ
さい。
日時／ 2 月 1 日（土） 　13:30 ～
14:30（開場 13:00）
場所／瞑想の森 市営斎場（那加扇
平 2）
定員／約 120 人（申込順）
出演／大塚ゆき（フルート）、田中
靖二（ギター）
主な曲目／ソナタハ長調（J.S. バッハ）、アルハン
ブラの思い出（タレガ）ほか
申込／ 1 月 9 日～電話で観光文化課☎ 058-383-
1042

東ライフデザインセンター
058-384-0507

所在地／鵜沼朝日町3-163-2
休業日／月曜日 ･祝日

●青年対象短期講座  大好き ! スイーツ
　こくのあるチーズケーキにチョコレートをあわ
せた「タルト  オ フロマージュショコラ」を作ります。
日時／ 2 月 1 日 (土)　10:00 ～13:00
場所／東ライフデザインセンター
対象／市内在住または在勤の 35 歳以下の勤労青年
定員／ 16 人 ( 申込順 )
費用／ 1510 円 ( 保険料、材料代含む )
持参品／エプロン、台布巾 2 枚、手拭用タオル、
筆記用具
備考／25 年度利用未登録
の方は別途 200 円が必要
申込／ 1 月 9 日の 18:30
～費用を持参して東ライフ
デザインセンター

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●平成 26 年成人式
1 月 12 日（日）　市民会館
式典／ ▽那加・桜丘・鵜沼・緑陽の各中学校区の方＝
9:45 ～ 10:45( 受付 9:00 ～ 9:30) ▽稲羽・川島・
蘇原・中央の各中学校区の方＝ 11:30 ～ 12:30( 受
付 10:45 ～ 11:15)
詳細／青少年教育課☎ 058-383-1484

●市民の劇場「江戸前かかみの寄席」
　～三遊亭円楽・楽市親子会～
2 月 23 日（日）　開演 13:30 ～（開場 13:00）
文化ホール
出演／三遊亭円楽、三遊亭楽市、マグナム小林
費用／全席指定 3000 円
チケット販売／市民会館、観光文化課、東ライフ
デザインセンター、川島ライフデザインセンター、
マーサ 21、マーゴ、サー
クル K、サンクス、セブ
ンイレブン、チケットぴ
あ ☎ 0570-02-9999（P
コード 431-361）
備考／未就学児の入場は
ご遠慮ください
詳細／市民会館☎ 058-
389-1818

所在地・休業日／16ページに記載
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●中央図書館☎ 058-383-1122 ／〒 504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 ) ／ 12 月 28 日～ 31 日、
1 月 1 日～ 4 日、6 日、14 日、15 日、20 日、24 日、27 日は休館
●もりの本やさん・森の交流館☎ 058-370-7175／鵜沼字石山／中央図書館に同じ（1 月 23 日も休館）
●中央ライフデザインセンター図書室☎058-383-2125／蘇原中央町2-1-8／中央図書館に同じ（1月22日も休館）
●川島ほんの家 ( 川島会館内 ) ☎ 0586-89-5610 ／川島松倉町 1951-4／中央図書館に同じ休業
●歴史民俗資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3（中山道鵜沼宿町屋館内）／月曜日、祝日の翌日休業
●木曽川文化史料館☎ 0586-89-6055 ／川島松倉町 1951-4 川島会館 4 階／月曜日（祝日は除く）、12 月
28 日～ 1 月 4 日は休業
●市民会館・文化ホール☎ 058-389-1818／蘇原中央町 2-1-8／月曜日（祝日は除く）、12月 28日～1 月 4日は休業

観光文化課
058-383-1042

●文化協会自主事業
　「パフォーミング・アーツ・フェア」

　市文化協会では、さまざまな文化活動をしている
皆さんの発表の場として、市民会館と文化ホールを
1 日貸し切り「パフォーミング・アーツ・フェア」
を開催します。ゲストにはヴォーカルグループ「ジャ
ミン・ゼブ」をお迎えします。
日時／ 1 月 19 日（日）   10:00 ～ 16:00
場所／市民会館、文化ホール

（蘇原中央町 2）
内容／ ▽ 市民会館ステージ
＝フラダンス、ヒップホップ
ダンス、ベリーダンス、「ジャ
ミン・ゼブ」出演（14:30 ～
15:30）など ▽市民会館ロビー＝ニット作品などの
展示、ワークショップ、カフェコーナー ▽文化ホー
ルステージ＝楽器演奏、オペラ、詩吟など

●図書館アート展 ワークショップ　
　「ミニ タペストリーを作ろう！」
 　2 月 1 日～ 9 日開催の「安藤恭

や す こ

子絵画展－スプ
レーマジック！広がる夢の世界－」にあわせ、中部
学院大学短期大学部教授・安藤先生による楽しい
ワークショップを開催します。
日時／ 2 月 2 日（日）   14:00 ～ 15:00
場所／中央図書館 3 階第一創作室（那加門前町 3）
定員／ 30 人（申込順）
申込／ 1 月 10 日～、件名を「ワークショップ希望」
とし「参加者の氏名、年齢、
住所、電話番号」をメー
ル ＝ kankobunka@city.
kakamigahara.gifu.jp へ
備考／「アート展」の詳細
は広報紙 1 月 15 日号に掲
載します

所在地／那加桜町2、産業文化センター6階
休業日／土・日曜日・祝日

中央ライフデザインセンター
058-389-1820

●親子でチャレンジ！
　「パパと子どものごちそうごはん」
　フレンチレストランのオーナー
から、簡単にできるカニドリア・
サラダ・クレープを習います。マ
マへのお土産は、ドリアの材料を
使ったカニクリームコロッケです。
日時／ 1 月 26 日（日）　15:30 ～
18:00
場所／中央ライフデザインセンター（蘇原中央町 2）
対象／年少～小学 6 年生の子どもと男性保護者（2
人 1 組）
定員／ 12 組（抽選）
費用／ 1420 円（受講料・保険料・材料代含む）
申込と詳細／ 1 月 13 日（必着）までに「講座名、郵
便番号、住所、参加者全員の氏名、子どもの学年、電
話番号、託児希望の場合は子どもの氏名・年齢」を明
記し、メール＝ chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、
往復はがきで中央ライフデザインセンター

所在地／〒504-0813蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日、祝日

●企画展「懐かしの昭和 50年前のお茶の間」
　連動企画「かるたとコマで遊ぼう」
　町屋館に再現された昭
和のお茶の間で、昔、お
正月によく遊んだ「カル
タ」と「コマ回し」をし
ます。
日時／ 1 月 11 日（土）
13:30 ～ 15:00
場所／中山道鵜沼宿町屋館離れ（鵜沼西町 1）

歴史民俗資料館
058-379-5055

所在地・休業日／下記に掲載

ジャミン・ゼブ
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カ
ル
チ
ャ
ー
か
か
み
が
は
ら
●

航空宇宙科学博物館
058-386-8500

●小口峯一さんの凧づくり教室
　～立体飛行機凧をつくって飛ばそう～
　凧の国際大会などでも活
躍されている小口峯一さん
の飛行機型の立体凧づくり
教室です。小口さん製作の
ユニークな立体凧の数々も
ご覧になれます。

日時／ 1 月 26 日（日）① 10:00 ～② 14:00 ～
定員／①②とも 25 人 ( 申込順）
費用／1機（揚げ糸付き）300円（別途入館料が必要）
申込／電話で、かかみがはら航空宇宙科学博物館

●フライトシミュレータ体験
　本物のパイロットのアドバイスを受けながら操縦
棹
かん

を握り、離陸・旋回・着陸を体験！
日時／ 1 月 26 日、2 月 23 日、3 月 30 日　いず
れも日曜日　10:00 ～ 16:00
対象／入館者
定員／ 36 人（申込順）
費用／ 1 回 300 円（別途入館料が必要）
備考／電話などでの事前申込も受け付けます
【共通事項】
入館料／大人 800 円、60 歳以上・高校生 500 円、
小中学生 300 円

所在地／下切町5-1
休業日／火曜日、12月 28日～ 1月 2日 

●企画展「近世各務原の領地支配 
　徳山分家領騒動」
　江戸時代中期以降、日本各地で農民騒動が発生。
地元で起こった「徳山主計領二か村騒動」（島崎村・
野口村）について、古文書や実際に使われていた器
具などを展示し、百姓側の視点で紹介します。
日程／ ▽木曽川文化史料館＝1月11日～2月 28 日

▽中央図書館 3 階展示室＝ 3 月 8 日～ 4 月 6 日
詳細／ ▽木曽川文化史料館☎ 0586-89-6055 ▽歴
史民俗資料館☎ 058-379-5055

木曽川文化史料館
0586-89-6055

所在地・休業日／右ページに掲載

各務原国際協会
058-383-1426

所在地／那加桜町2、産業文化センター6階 
休業日／土 ･日曜日・祝日

●国際交流料理講座（ネパール料理）
　～家庭で作れる本格簡単カレー作り～
　日本で手に入るスパイスを利用した、簡単で本格
的なカレーを作ります。チキンとドライの 2 種類
のカレーを紹介します。
日時／ 1 月 30 日 (木)　10:00 ～12:30
場所／西ライフデザインセンター料理室
定員／ 24 人 ( 抽選 )
講師／アディカリ・アンジャナ・ディタル
費用／一般 1500 円、国際協会会員 1000 円
申込と詳細／ 1 月 17 日（必着）までに、メール＝
kia@city.kakamigahara.gifu.jp か往復はがきに

「講座名、郵便番号、住所、氏名、ふりがな、電話番号、
国際協会会員かどうか」を明記し、〒 504-8555
那加桜町 1-69、国際協会事務局（観光文化課内）

アクア・トト ぎふ
0586-89-8200

●新春！トト・フェスタ
　新春ならではの楽しいイベ
ントが盛りだくさん！
期 間 ／1 月 1 日 ～19 日（1日
～ 3 日は 18:00 まで開館。最
終入館は 17:00）

2014年開運水槽「神秘の黄
金ナマズ」特別展示　
　金色の体を持つ、非常に珍
しいナマズを展示！ぜひご覧
ください。
期間／ 1 月 19 日（日）まで

新春スタンプラリー「トト七
福神をさがそう」
　7 つのスタンプを集めて、

「新春限定トト七福神シール」
をゲットしよう！
期間／ 1 月 1 日～ 19 日

水族館の裏のウラ ?!「冬の
プレミアム・バックヤードツ
アー」
　人気のバックヤードツアー
を、新春限定のスペシャルバー
ジョンでご案内！
期日／1 月11日、12日、13日
18 日、19 日　① 11:30 ～② 13:30 ～
定員／各回 30 人（当日 9:30 ～受付・申込順）
【共通事項】
費用／いずれも入館料が必要 ( 大人 1400 円、中高
生 1100 円、小学生 750 円、3 歳以上の幼児 370 円 )

所在地／川島笠田町1453
休業日／無休、ただし1月 14日は休館
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週
に
１
回
程
度
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乳
幼
児
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た
め
の
季
節
に
合
わ
せ
た
行
事

を
し
て
い
ま
す
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ん
な
そ
ろ
っ
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び
に
来
て
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今
年
各
務
原
市
は
、
市
制
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
式

典
で
、
市
の
若
者
の
代
表
と
し

て
私
た
ち
中
央
中
学
校
３
年
生

が
、
合
唱
す
る
こ
と
に
決
ま
り

ま
し
た
。
と
て
も
名
誉
な
こ
と

で
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

市
の
代
表
だ
か
ら
頑
張
る
と

い
う
気
持
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よ
り
も
、
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務
原

市
民
と
し
て
お
祝
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し
よ
う
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い
う
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
短
学
活
な
ど
の
時
間
を
使

い
、
音
楽
の
先
生
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
、
強
弱
や
歌
詞
の
言

葉
を
考
え
な
が
ら
表
現
す
る
練

習
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
。
大
勢
の
お
客

様
の
前
で
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

を
あ
び
て
合
唱
が
始
ま
り
ま
し

た
。
３
年
生
全
員
の
声
が
ホ
ー

ル
に
響
き
渡
り
、
と
て
も
気
持

ち
が
よ
か
っ
た
で
す
。
50
周
年

と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
ま
で
発

展
し
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
と

感
じ
つ
つ
、こ
れ
か
ら
60
周
年
、

１
０
０
周
年
と
さ
ら
に
良
い
街

に
な
る
こ
と
を
願
い
、
晴
れ
や

か
な
気
持
ち
で
歌
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
た
ち
の

合
唱
や
想
い
が
市
民
の
皆
さ
ん

の
心
に
届
い
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。

　

ま
た
、私
た
ち
の
学
校
で
は
、

合
唱
で
心
を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
つ

な
が
り
合
う
こ
と
で
一
人
一
人

に
絆
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
こ
と
が
市
全
体
へ
広
ま
っ

て
、
市
民
の
一
人
一
人
の
心
と

心
が
合
唱
で
つ
な
が
り
合
っ
て

「
音
楽
の
街
各
務
原
」が
ど
ん
ど

ん
盛
ん
に
な
り
、
音
楽
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、
街

全
体
に
大
き
な
絆
が
生
ま
れ
た

り
す
る
こ
と
で
、
各
務
原
市
が

発
展
し
て
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
中
央
中
学
校

で
も
合
唱
を
さ
ら
に
大
切
に
し

て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
・
松
井
璃り

こ子
さ
ん（
３
年
生
・

11
月
に
執
筆
）
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健康体操「もみじ会」
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援
支
て
育
子
「

 

長
事
理

 

ん
さ
幸
伸
縄
長

10

て
い
続
間
年

。
す
ま
い

　

を
ど
な
操
体
軟
柔
節
関
股
・
プ30

い
と
」
作
動
四
「
で
間
分

、
は
後
た
し
憩
休
し
少
。
す
ま

お
を
き
動
の
生
先
。
操
体
た
せ

動
を
体
て
し
を
ね
ま
、
に
本
手

。
す
ま
し
か

　

の
齢
高
、
は
動
活
の
ら
れ
こ

が
と
こ
る
け
続
く
な
理
無
も
方

る
け
続
く
長
。
す
ま
い
て
き
で

、
は
に
節
季
の
ら
か
れ
こ
。
も

に
気
病
、
で
操
体
の
防
予
邪
風

と
こ
る
め
高
を
力
抗
抵
る
す
対

。
す
ま
き
で
も

　

は
員
会
、
在
現

60

ら
か
代

80

の
代

15

お
の
間
時
憩
休
。
人

図
を
睦
親
で
中
の
気
囲
雰
な
か

を
さ
若
と
康
健
に
共
身
心
、
り

。
す
ま
き
で
が
と
こ
つ
保

　

」
ず
か
し
に
見
一
は
聞
百
「

見
度
一
ひ
ぜ
、
ん
さ
皆
。
す
で

待
お
。
い
さ
だ
く
で
い
お
に
学

。
す
ま
い
て
し
ち

日
動
活

　

日
曜
水
週
毎

　

13
時

15

15
時

所
場
　

加
那
（
館
会
祉
福
合
総）

２
町
桜

用
費
　

円
０
０
０
２
月

細
詳
　

８
３
（
８
５
０
☎
縄
永

２)
６
３
７
２
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写
真
で
振
り
返
る

写
真
で
振
り
返
る

50
年
50
年

か
か
み
が

は
ら
の

1997 年
（平成9年）

アメリカユタ州での中学生海外派遣のようす

　

国
際
交
流
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
平
成

９
年
10
月
、
各
務
原
市
と
ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ

州
と
の
間
で
、「
教
育
交
流
を
進
め
る
覚
書
」

が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

覚
書
に
は
、「
と
も
に
教
育
活
動
の
向
上

を
目
指
し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
教
師
・
生

徒
の
派
遣
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
」
な
ど
の

３
項
目
が
記
さ
れ
、翌
年
、こ
の
覚
書
に
そ
っ

て
ユ
タ
州
か
ら
２
人
の
英
語
教
師
が
各
務
原

市
へ
と
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
、
毎
年
、
市
内
中
学
生
海
外
派

遣
な
ど
が
行
わ
れ
、
ユ
タ
州
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
現
在
も
活
発
な

交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
対
朝
鮮
外
交
に
お
け
る
異
常
な
ま
で

の
百く

だ
ら済

寄
り
が
次
第
に
強
ま
っ
て
い
た
。
そ

の
頑

か
た
く
な
ま
で
の
親
百
済
の
政
策
が
、
こ
こ

に
来
て
大お

お

海あ

人ま
の

皇
子
と
の
対
立
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。

　
白は

く

鵜う

は
そ
の
こ
と
が
言
い
た
か
っ
た
の

だ
。

　
そ
の
夜
、
白は
く
さ
ん
ぐ
う

山
宮
に
若
き
男
女
の
姿
が

あ
っ
た
。
昼
間
は
ま
だ
夏
の
名
残
り
が
あ
る

各か
か
み
の
さ
と

務
里
だ
が
、
日
が
沈
め
ば
そ
こ
か
し
こ
に

虫
の
音
が
秋
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
― 

つ
づ
く

連
載
小
説「
壬
申
の
あ
と
さ
き
」
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

　
天て
ん

智ち

天
皇
の
若
き
日
を
中な
か
の
お
お
え
の
お
う
じ

大
兄
皇
子
と
い

う
。
六
四
五
年
に
起
き
た
大た

い

化か

の
改か
い
し
ん新
に

お
け
る
中
心
人
物
だ
っ
た
。
中
大
兄
皇
子
は

中な
か
と
み
の
か
ま
た
り

臣
鎌
足
と
謀は
か

っ
て
蘇そ

が我
氏
を
排
斥
し
皇
室

の
権
威
を
立
ち
直
ら
せ
、
そ
の
後
も
各
種
の

改
革
を
果
た
し
歴
史
上
に
名
を
残
す
天
皇
の

一
人
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
そ
の
時
に
蘇
我
氏
の
一
人
で
あ
り

な
が
ら
蘇
我
宗そ

う

家け

に
立
ち
向
か
っ
た
男
が
い

た
。
蘇そ

我が
の
く
ら
や
ま

倉
山
田だ

石い
し
か
わ川

麻の
ま

呂ろ

と
い
う
。
改
新

後
、
右う

大だ
い
じ
ん臣
に
就つ

い
た
麻
呂
だ
っ
た
が
、
そ

の
四
年
後
に
は
謀む

反ほ
ん

の
疑
い
を
掛
け
ら
れ
、

飛あ
す
か鳥

の
山や
ま

田だ

寺で
ら

で
自
害
し
て
い
る
。
こ
の
麻

呂
の
墓
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る
の
が
各
務
原
市

蘇
原
地
区
に
あ
る
。
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
分

か
ら
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
伝
承
の
域
を
出

な
い
。
果
た
し
て
蘇
我
氏
と
蘇
原
と
の
関
わ

り
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
…
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
改
新
後
二
十
年
以
上
経
っ

て
中
大
兄
皇
子
は
天
智
天
皇
と
し
て
即
位
す

る
。
し
か
し
、
皇
太
子
の
頃
か
ら
徐
々
に
始

【これまでのあらすじ】　敵対する豪族、加
か も

茂氏の来襲を聞き、各
かかみのさと

務里へと戻った村
むらくにのおより

国男依。大
おお

海
あ

人
まのおう

皇子
じ

の舎
とね り

人となる勧めを受けながら、

　　　　　　　　　　　故郷を案じる男依に対し、父・白
はく

鵜
う

や仲間たちは「心配ない」と男依の背中を押そうとするが…

伝・曽我倉山田石川麻呂の墓（蘇原宮塚町）
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 「防火水槽」説明会　

戦時中の防火水槽を発見！
　8 月に鵜沼大伊木町で、戦時中、焼夷弾の投下に
備え各家庭に設置されたとされる防火水槽 4 基が発
見され、11 月 22 日、木曽川学研究協議会の考古学・
歴史部会の座長である伊藤秋男・南山大学名誉教授
による現地説明会が行われました。
　4 基のうちの 1 つには「昭和 20 年 5 月」の刻書が。
伊藤名誉教授は、「この時期、人々が空襲への危機感
を募らせていたことや、水槽の形状からどのように
資材を調達し誰が作ったかなど、当時をうかがい知
る貴重な資料で、大変珍しい発見です」と話しました。

　もみじまつり＆チビッコわくわく広場

色づく秋の里山を満喫！
　11 月 16 日、さわやかな秋晴れの中、各務野自然
遺産の森で「もみじまつり」と「チビッコわくわく
広場」が開催されました。
　会場には、オリエンテーリングや自然体験学習を
はじめ、美しく色づいた木々を眺めながらのお茶会
など、さまざまなコーナーが設けられ、訪れた多く
の皆さんが、里山の秋の風情を満喫しました。
　大学生ボランティアと一緒に遊ぶコーナーでは、
男の子たちが自分で作った飛行機を、元気いっぱい
に飛ばして楽しんでいました。

昭和の紙芝居　

子ども時代を懐かしむ
　市制 50 周年を記念し、7 月から開催中の企画展「懐
かしの昭和 50 年前のお茶の間」。11 月 16 日、その
連動企画として、昭和の「紙芝居」が登場。自転車
の荷台にのせた舞台で紙芝居が上演されました。
　配られたお菓子を食べながら、上演を待つ皆さん。
拍子木を打つ音とともに語りが始まると、「そういえ
ばこんなだったなぁ」と顔を見合わせる年配の方々
が。子ども時代を思い出すその横では、紙芝居初体
験というお子さんが、1 枚ずつ切り替わる場面に見
入っていました。　　　　　　（中山道鵜沼宿町屋館）

　「キムチ肉巻きおにぎり」発表会

自信作！「キムチ肉巻きおにぎり」
　市の特産品、各務原キムチを使った創作おにぎり
の発表会が、岐阜各務野高校で行われました。
　ご飯にキムチを混ぜ込み、しょうゆと砂糖で甘辛
く味付けした豚肉で巻いた「キムチ肉巻きおにぎり」。
考案したのは、同校ビジネス科 3 年生の皆さん。「子
どもからお年寄りまで、幅広く楽しんでもらえる味
に」と、ご飯の中にチーズを詰め、キムチの辛さを
マイルドにするなどの工夫を凝らしました。
　おにぎりは 11 月 30 日、12 月 1 日に開催された
キムチまつりで販売され大好評でした。（11 月 21 日）
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市人口 /148,812 人〔男 73,625 人 女 75,187 人〕世帯数 /56,576 世帯　（平成 25 年 12 月 1 日現在 )

乗り物大好きな甘えっ子。いつも笑顔
に癒されてます。姉兄に負けずに大き
くなあれ。（お父さんの健一さん、お母
さんの仁美さん・鵜沼各務原町）

元気いっぱいのやんちゃ娘 !! 毎日驚きや
笑いをくれてありがとう。これからもた
くましく大きくなぁ～れ♪（お父さんの
一挙さん・お母さんの美和さん・緑苑南）

杉浦　凜
り み

美 ちゃん（Ｈ24.1. 21 生）

環
境
保
護
の
た
め
植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
各
務
原　

平
成
26
年
1
月
１
日
号
（
第
１
２
１
6
号
）

久保田 竜
り ゅ う の す け

乃介 くん （Ｈ24.3. 6 生）

毎年恒例の、ボランタリーハウスで作る押し絵。
時には一人で集中して、

時にはみんなで楽しみながら完成させます。
新しい一年を、馬が跳ねるが如く、

元気に勢いよく過ごせるよう願いを込めました。
押し絵作りのあたたかい雰囲気が大好きなので、

これからも続けていきたいです。

民ギャラリー市
押し絵「干

え と

支 午
うま

」
所光子さん・那加楠町
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